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広 報

◉町内の小学生が医療従事者へ感謝の手紙
　（ハッピークローバー大作戦・詳細は11ページ）
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　新型コロナウイルス感染症緊急経済対策を受け、町民一人につき 10万円を支
給する特別定額給付金。給付を受けるには申請が必要となります
ので、忘れずに申請してください。

◉特別定額給付金について

●申請期限　８月17日月（当日消印有効）
●給付対象者　４月27日（基準日）時点で、添田町住民基本

　　　　　　　台帳に記載されている人

●給付額　給付対象者一人につき10万円

●申請者・受給者　住民基本台帳上の世帯主

●給付方法　口座振込

●給付時期　給付決定後、振込日などを記載した通知を送付する予定です。

一
人
に
つ
き
10
万
円

特
別
定
額
給
付
金

問／役場まちづくり課施策推進係【問い合わせ専用】（☎88-5620）

郵送申請 オンライン申請

返信用封筒を返送 マイナンバーカードが必須

　町から、世帯主宛てに申請書などを５
月中旬以降に郵送済です。記載例を確認
のうえ、同封している返信用封筒（切手
不要）に次の❶～❸を入れて、郵送して
ください。
❶特別定額給付金申請書
❷申請者・受給者の本人確認書類の写し
※運転免許証、マイナンバーカード（顔
写真入り）、保険証、年金手帳など
❸振込先口座確認書類の写し
※申請書に記載した申請者・受給者の金
融機関名、支店名、口座番号、名義人氏
名（カナ）が表示されている部分の写し

３　広報そえだ（令和２年６月号） 広報そえだ（令和２年６月号）　２
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※申請者・受給者の口座に、世帯全員の分を一括して振り
込みます。分割して給付することはできません。

◉申請方法

次のいずれかの方法で申請してください。

　世帯主のマイナンバーカード
（署名用電子証明書）を使い、カ
ード読取機能があるパソコンや
スマートフォンから申請する必
要があります。
詳しくは、総務
省の特別定額給
付金特設サイト
を確認ください。

◉注意してください

□振込口座は普段使用している口座としてください。長い間利用のない口座
　は、休止口座となっている場合があります。休止口座には振込ができませ
　んのでご注意ください。
□記入誤りなどで振込ができなかった場合は、さらに期間を要します。
□申請期限までに申請が行われなかった場合、給付金の受給を辞退したもの
　とみなします。
□申請書の不備による振込不能などが原因で給付ができなかった
　場合、町が確認を行った上でなお、必要な修正ができなかっ
　たときは、申請は取り下げられたものとみなします。
□偽り、その他不正の手段により給付金の給付を受けた人に
　は、すでに給付を受けた給付金の返還を求めます。

新型コロナウイルス感染症の感
染拡大防止のため「郵送」また
は「オンライン」での申請にご
協力ください。
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問／役場保健福祉環境課子育て・障がい者支援係（☎82-1232）

　新型コロナウィルス感染症の影響を受けている子育て世帯の生活を支援する
取り組みの一つとして、児童手当（特例給付を除く）を受給する世帯（0 歳～中
学生のいる世帯）に対する臨時の特別給付金（一時金）を支給します。

◉支給対象者

●令和２年４月分（４月から新高校１年生と

　なっている場合等は３月分）の児童手当の

　支給を受ける人

※特例給付（児童一人につき5,000円）を受給し

ている人は対象外です。支給対象者は、５月

に案内文を送付しています。

◉支給対象児童

　平成16年４月２日から令和２年３月31日までに生まれた

子で、令和２年４月分（４月から新高校１年生となってい

る場合等は３月分）の児童手当の対象となる児童

◉注意してください

□引っ越しをした場合
　「子育て世帯への臨時特別給付金」は、基準日（令和２
　年３月31日）時点での居住市町村（特別区含む）から
　支給されます。令和２年４月１日以降に転入された
　人は、転入前の市町村にお問い合わせください。
□振り込め詐欺や個人情報の詐取にご注意ください！
　自宅や職場などに、町から問い合わせを行うことがありますが、ＡＴＭ（現
　金自動預払機）の操作をお願いすることや、支給のための手数料などの振
　り込みを求めることは絶対にありません。もし、不審な電話がかかってき
　た場合はすぐに町の窓口または最寄りの警察にご連絡ください。

◉ 支給金額

●給付額　児童一人につき１万円

◉ 申請について◉申請方法

　支給を受ける場合、申請は不要（公務員を除く）です。添田町では、６月

10日に児童手当登録銀行口座に振り込む予定です。

▶公務員として職場から児童手当を受給している場合

　所属庁から配布される申請書に必要事項を記入し、所属庁の証明を受けた

　　　　　　　　うえで、令和２年３月31日（令和２年３月で中学校を卒業

　　　　　　　　　する児童分のみの申請は、令和２年２月29日）現在で住

　　　　　　　　　民票のある市区町村の給付金担当窓口に提出してくださ

　　　　　　　　　い。添田町では公務員への支給を７月に行う予定です。
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調理師さんがマスク作成手作りマスクプレゼント 津野小学校 真木小学校

問 添田町教育委員会学校教育課（☎ 82-5963）

新型コロナウイルス感染症の拡
大防止

による小中学校の臨時休業では
、児童

生徒および保護者の皆さまにご
心配と

ご負担をおかけしました。休業
期間中

は、再開に向け各学校でマスクの

寄贈や学校職員らによるマスク

作りが行われました。

５　広報そえだ（令和２年６月号）

◉教育のひろば

コロナに負けるなコロナに負けるな
添田の小・中学生
コロナに負けるな
添田の小・中学生

マスク1,000枚を寄贈校長が簡易マスクを作成 落合小学校 添田小学校

先生へマスクの贈り物家庭訪問でマスク渡す 中元寺小学校 添田中学校

　手芸教室ゲストティーチャーの村田美千子さん（中
津野）から全児童へ、かわいらしい柄の手作りマスク
のプレゼント。登校日にさっそく着けた児童たちは、
感染予防ため、距離をあけて記念撮影をしていました。

　平山喜善校長が
キッチンペーパー
と輪ゴムを使って
簡易マスクを作成
しました。マスク
を忘れてしまった
児童が応急的に使
用するためのもの
で黙々と作業を続
けていました。

　教師全員で、全
児童51人へ２枚ず
つのマスクを手作
りし、５月18日の
家庭訪問で手渡し
ました。受け取っ
た児童とその保護
者は「先生が作っ
たの」と驚きなが
ら喜んでいました。

　給食調理員の深
見亜由美さん（町
三）が、全児童へ２
枚ずつ（合計 114
枚）のマスクを作
成。学校再開後に
は、マスクを着用
してもらおうと、
急ピッチで作業を
進めていました。

　保護者の池口大
和さん（庄中）が、
貴重な不織布マス
ク1,000枚を寄付し
ました。受け取っ
た益田茂校長は「大
変ありがたい。ぜ
ひ学校で活用させ
てもらいます」と
語っていました。

　３年生の入口実

央さん（伊原）は、

自宅で担任の先生

のかわいい似顔絵

付きのマスク作り

に挑戦。「使ってく

ださい」と入口さ

んから手渡された

先生は笑顔で受け

取っていました。

↑ミシンを使って、作業を行う深見さん

↑家庭にある材料でマスクを作る平山校長㊧ ↑「ぜひ、使ってください」と語る池口さん㊧

↑先生から手作りのマスクのプレゼント ↑先生の似顔絵マスクを作った入口さん㊨
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　心のこもったマスク本当にありがとうございました。６月１日から学校を再開し、感染症対策の一つとして、
マスクの着用をお願いしています。引き続き、ご理解とご協力をお願いします。

さん㊨

開し、感染症対策の開
ます。

手

新型コロナウイルス感染症対策

オール添田で

乗り越えよう
添田町の取り組みと支援策

▶▶▶イベント・大会などの中止
　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止となりまし
た。ご理解とご協力をお願いします。

【事業者支援】

①小規模事業者等事業継続支援金
　４月14日時点で営業許可等を得て開業し、営業の実態
があり、今後も事業を継続する意思がある事業者に対し、
支援金を支給します。
▶対象事業者＝町内に事業所を有する法人、または個人
　事業主
▶補助・支給金額＝事業収入が全収入の半分以下である
　事業者５万円、その他事業者10万円
問 役場地域産業推進課商工業振興係（☎ 82-5962）
　 添田町商工会（☎ 82-0244）
②農産物及び特産品販売促進事業
　5月～ 7月の道の駅歓遊舎ひこさんの
販売手数料の一部を助成します。
▶対象者＝道の駅歓遊舎ひこさん出品者
　協同組合（出品者）
▶補助・支給金額＝手数料上限10％
問 役場地域産業推進課商工業振興係（☎ 82-5962）
　 道の駅歓遊舎ひこさん（☎ 47-7039）

【生活支援】

③ひとり親世帯等臨時特別給付金
　児童扶養手当の支給を受ける保護者に対し、給付金を
支給します。
▶対象者＝児童扶養手当の対象となる児童　
▶補助・支給金額＝対象児童１人当たり１万円　
問 役場保健福祉環境課子育て・障がい者支援係
　（☎ 82-1232）
④添田町がんばろう地域応援商品券発行支援事業
　添田町商工会による町内で使用できるプレミアム付き
商品券（プレミアム率30％）を発行します。
問 役場地域産業推進課商工業振興係（☎ 82-5962）
　 添田町商工会（☎ 82-0244）

【子育て支援】

⑤保育園副食費補助金
　登園自粛により、副食費の一部を保護者へ返還した保
育園に対して、その所要額を補助します。
▶対象者＝町内在住の保育園利用者が在籍する保育園
▶補助・支給金額＝登園自粛園児 1人当たり日額180円
問 役場保健福祉環境課子育て・障がい者支援係
　 （☎82-1232）

広報そえだ（令和２年６月号）　４

⑥子育て世帯臨時特別給付金の拡充
　子育て世帯臨時特別給付の対象を拡大し、下記対象者
を養育していた、または、養育している保護者に給付金を
支給します。
▶対象者＝平成13年４月２日から平成16年４月１日まで
　に生まれた児童
▶補助・支給金額＝対象児童１人当たり１万円
問 役場保健福祉環境課子育て・障がい者支援係
　 （☎ 82-1232）

【コロナ対策従事者支援】

⑦保育園・学童クラブ施設等感染症対策支援金
▶対象施設・対象者＝町内の保育園、学童保育所、幼稚園、 
　およびそこに勤務する職員
▶補助・支給金額＝施設10万円／職員（週20時間以上勤
　務）１人１万円、（週20時間未満勤務）１人５千円
問 役場保健福祉環境課子育て・障がい者支援係
 　（☎82-1232）
⑧医療施設等感染症対策支援金
▶対象施設・対象者＝町内の医療施設・調剤薬局、およ
　びそこに勤務する職員
▶補助・支給金額＝施設（職員５人未満）10万円、（職員５
　人以上）20万円／職員＝（週20時間以上勤務）１人１万
　円、職員（週20時間未満勤務）１人５千円
問 役場保健福祉環境課子育て・障がい者支援係
 　（☎82-1232）
⑨介護・高齢者施設等感染症対策支援金
▶対象施設・対象者＝町内の高齢者施設や介護保険施設、
　救護施設およびそこに勤務する職員
▶補助・支給金額＝訪問事業所等10万円、入所・通所施
　設20万円／職員＝（週20時間以上勤務）１人１万円、（週
　20時間未満勤務）１人５千円　
問 役場保健福祉環境課福祉・高齢者支援係（☎82-1232）
⑩障がい者福祉施設等感染症対策支援金
▶対象施設・対象者＝町内の障がい者福祉施設、および
　そこに勤務する職員
▶補助・支給金額＝入所・通所施設20万円／職員＝（週
　20時間以上勤務）１人１万円、（週20時間未満勤務）１人
　５千円　
問 役場保健福祉環境課子育て・障がい者支援係
 　（☎82-1232）

●添田町が独自に行う支援策（新型コロナウイルス対応）　　　　           ５月27日現在

③、⑥の対象となる世帯、⑤、⑦～⑩の対象となる施設には、関係書類を送付します。
全ての支援について支給には条件があります。詳しくは問い合わせください。

の

☎☎ 82-5962）

の

☎ 82 5962）

 そえだ花火大会  問 役場まちづくり課観光振興係
　  （☎82-1236）

 第30回英彦山サイクルタイム
 トライアル大会

 問 教育委員会社会教育課
     社会教育係（☎82-2559）

 田川郡民体育大会
 ※今年度の全種目

 問 教育委員会社会教育課
     社会教育係（☎82-2559）



雨の多いこれから
多多いここれかられから

もしものときに備えて
ハザードマップの確認を

らら

もしものときに備えて
ハザードマップの確認を

　家族での防災についての話し合いや非常持出品・備蓄品の確認、
避難情報の種類や入手方法、避難所などの災害への備えとなる防災
情報と土砂災害警戒区域や洪水浸水想定区域などの危険箇所が掲載
されている総合的な防災・減災のための冊子です。４
月に行政区長・隣組長を通じて、各世帯に配布してい
ます。自宅にない場合は役場防災管理課まで連絡くだ
さい。また町のホームページでも見ることができます。
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●総合防災ハザードマップで確認しよう

「どこに、どうやって避難する？」
避難場所と経路の確認

「情報はどうやって入手する？」
情報入手手段の確認

「家族構成に合わせた準備を」
非常持出品・備蓄品の確認

■避難所における新型コロナウイルス感染症の対応
　新型コロナウイルス感染症予防には「3つの密（密
閉、密集、密接）」を避けることが重要ですが、避難所
に大勢の人が避難すると、３密となり感染のリスクが
高まる可能性があります。皆さんには台風や大雨など
の災害が発生したときに備え、次のことについて、事
前の準備をお願いします。
◉在宅避難
　総合防災ハザードマップで災害の危険性を確認して
ください。土砂崩れや洪水などの恐れがなく、自宅で

　家の付近で浸水や土砂崩れのおそ
れのある箇所を確認し、避難所とそ
こにいくまでの経路、家族間の連絡
方法を話し合いましょう

　気象台や河川事務所、県や町から
防災無線やテレビ、ラジオ、インタ
ーネット、メールなどを使い情報が
発信されます

　薬や通帳など非常持出品は必要最
低限、水や食料などの備蓄品は最低
でも３日間は自足できる量を家族構
成に合わせて準備しましょう

の安全確保が可能な場合、在宅避難を基本とした避難
行動をとりましょう
◉親戚や友人の家などへの避難を検討する
　安全な親戚や友人宅に避難できるよう、あらかじめ
連絡をとるなど、相談しておきましょう。
◉感染症予防に協力を
　避難するときは、マスクや体温計な
ど感染症予防に必要なものを持参しましょ
う。感染拡大を防ぐため、ご協力をお願いします。

　町は避難場所や危険地域などを記載した添田町総合防災ハザード　町は避難場所や危険地域などを記載した添田町総合防災ハザード
マップを改訂しました。これから梅雨や台風など雨の多い季節を迎マップを改訂しました。これから梅雨や台風など雨の多い季節を迎
えます。より分かりやすく、より見やすくなった新しいハザードマえます。より分かりやすく、より見やすくなった新しいハザードマ
ップで災害への備えを再確認しましょう。ップで災害への備えを再確認しましょう。

　町は避難場所や危険地域などを記載した添田町総合防災ハザード
マップを改訂しました。これから梅雨や台風など雨の多い季節を迎
えます。より分かりやすく、より見やすくなった新しいハザードマ
ップで災害への備えを再確認しましょう。

■添田町総合防災ハザードマップとは

「避難行動判定フロー」は、ハザードマップとあわせて確認する
ことで、居住する地域の災害リスクや住宅の条件などを考慮し、
とるべき避難行動や適切な避難先を判断できるようにしたもの
です。「自らの命は自らが守る」意識を持ち、自宅の災害リスク
ととるべき行動を確認しましょう。

願いします

るよう あらか
ょう。

計な
しまし
をお願

、あらか

ょ
願 します

かじめかじめかじめ

避難行動判定フロー

その時、あなたがとるべき行動は？ 必ず取り組みましょう

ハザードマップで自分の家がどこにあるか
確認し、印をつけてみましょう

※洪水・土砂災害ハザードマップは、浸水や土砂災害が
発生するおそれの高い地域を着色した地図です。着色さ
れていないところでも災害が起こる可能性があります。

はい

色が塗られていなくても、周りと比べて低い
土地や崖のそばなどにお住まいの方は、町か
らの避難情報を参考に必要に応じて避難して
ください

例外
　災害の危険があるので、原則として、
　自宅の外に避難が必要です。

いいえ

※浸水の危険があっても、
①洪水により家屋が倒壊、または崩落してし
　まうおそれの高い区域の外側である
②浸水する深さよりも高いところにいる
③浸水しても水がひくまで我慢できる、水・
　食糧などの備えが十分にある場合は自宅に
　留まり安全確保をすることも可能です
※土砂災害の危険があっても、十分堅牢な団
地などの上層階に住んでいる場合は自宅に留
まり安全確保をすることも可能です。

いいえ

平常時に

確認 !!

■豪雨災害に備えハザードマップと避難行動判定フローで確認

ご自身または一緒に避難する方は避難に時
間がかかりますか？

はい

家がある場所に色が塗られていますか？

はい いいえ

安全な場所に住んでいて身を寄せられる親
戚や知人はいますか？

はい いいえ

安全な場所に住んでいて身を寄せられる親
戚や知人はいますか？

警戒レベル３が出た
ら、安全な親戚や知
人宅に避難しましょ
う（日頃から相談し
ておきましょう）

警戒レベル３が出た
ら、町が指定してい
る指定緊急避難場所
に避難しましょう

警戒レベル４が出た
ら、安全な親戚や知
人宅に避難しましょ
う（日頃から相談し
ておきましょう）

警戒レベル４が出た
ら、町が指定してい
る指定緊急避難場所
に避難しましょう

認する
考慮し、
たもの
リスク

■危険な場所から警戒レベル 3 で高齢者などは避難、警戒レベル４で全員避難です
■「避難」とは「難」を「避」けることです。安全な場所にいる人は、避難する必要はありません
■避難先は避難所だけではありません。安全な親戚・知人宅に避難することも考えてみましょう

↑総合防災ハザードマ
　ップで確認

広報そえだ（令和２年６月号）　６７　広報そえだ（令和２年６月号）

問 防災管理課防災安全係（☎82-4002）
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そえたそえたそえた
広 報

防災すごろく防災すごろく
ひこちゃん・ゆずちゃんと

もしもに備え要チェック

スタート

START!

これから、梅雨や台風の季節を迎え、大雨や長雨に対する備
えが必要になります。このページは、「ひこちゃん」「ゆず

ちゃん」と一緒に災害時に役立つ情報や持出品、備蓄品などにつ
いて学ぶ「防災すごろく」です。どれも大切な情報なので要チェ
ック！　ポイントをたくさん集めて防災、減災を目指しましょう。
＝防災すごろくの遊び方＝
　サイコロを振ってゴールを目指します。止まっ
たマスに表示されているポイントを合計して、ゴー
ルしたときに一番ポイントが多い人が勝ちです。

読んだ後に切り取ってね！

手作りコマとサイ

コロは 9 ページに

あるひこ～☆

G
ゲット

et 備蓄は最低
３日分 !!

Get

避難時には
忘れない

「防災メール・まもるくん」
に登録していない人は
スタートに戻る

↑登録はこちら

赤ちゃんがいる家
庭などは避難する
ときに必要です

Get

避難場所が
わからない

「総合防災ハザードマップ」
で地域の危険箇所を
未確認
スタートに戻る

Get
気象情報
災害情報

災害時の行動が分
からなくなった

Get 携帯用
　充電器

Get

Get

家族で避難経路の
　　　確認をした

防災講演会に参加

  「防災無線」
で災害情報を
確認した
  ２マス進む

Get

「添田町安全・安心情報」

（f
フェイスブック
acebook・T

ツイッター
witter）

をいいね!、フォローして
いる人は２マス進む

Get

火災に備え「消火
器」「火災報知器」
を設置していなけ
　れば３マス戻る

Get火災が発生。「添田町消防団」の
活躍もあり、延焼を食い止めた

「消防団員」は５マス進む

Get

災害時、電
話がつなが
らない…

災害時の非常持出品を
確認

７ページの「避難行動フロー
チャート」で避難行動を確認
していない人は確認して
からスタートに戻る

災害時に身を寄せ
られる親戚や知人
に連絡した

通り過ぎずに
　全員ここで S

ストップ

TOP

今までの

再確認ひこ

□ 災害用の備蓄をした
□ 防災メール・まもるくんに登録した
□ 総合防災ハザードマップを使って、
　 家族で防災会議をした
□ 防災訓練・防災講演会に参加した
□ 消防団員である
□ 消火器・火災報知器を設置した
□ 緊急連絡手段を決めた
　できていること 1 つにつき

Get 電池切れ… Get Get Get

地域で自主防災組織を結成した
助け合って災害を乗り越える

自助・共助・公助
全部大切！
みんなで力を
合わせよう

期限切れ…

Get

G
ゴール

OAL

順位に応じて加算！
１位 ･･･30P
２位 ･･･20P
３位 ･･･15P
４位以下 ･･･10P

みんなは何 P ゲット

　　したひこ～☆

１P

－１P

１P１P

１P

－１P

１P

３P

１P

１P
ポイント

－１P

台風が
町を襲う

３P

１P１P

１P１P

５P

３P

３P
１P １P

５P

１P

１P

－１P

－１P

１P

Get

１P

－１P

地域を守る
自主防災組織

※詳細は下記を参照

自主防災組織とは、地域の皆さんが災害に対して協力し合う組織です。自主防災組織を結成
し、地域防災活動を行うことで災害に強いコミュニティを目指しましょう。

●作ろう、参加しよう、育てよう
　隣近所などで互いに助け合い、
　協力し合える体制づくり
●地域を点検しよう
　○家の近くや家から避難所までの間に危険が潜んで
　いないか確認　○避難所までの安全な経路の検討

●避難誘導支援　高齢者や障がいのある人などへの避難誘導支援
●救出・救護支援　まず身の安全を確保し、その後被災者の救出や救護活動支援　
●情報の収集・伝達　災害に関する正しい情報を収集伝達
●避難所での支援　水や食料などの配給支援や炊き出しなどの活動支援
●初期消火活動　　身の安全を第一に考え、消火器などを用いた初期消火の実施

●みんなで学ぼう
　防災に対する知識を身につけ、想定さ
　れる災害と対応について話し合う
●訓練をしよう
　○避難所の開設、運営訓練　○避難者
　の誘導訓練　○初期消火訓練

災害時の
活動

平常時の
活動

「防災訓練」「防災講演会」
などの催しに参加したこと
のある人は２マス進む

問 防災管理課防災安全係（☎82-4002）

防災無線放送内容
（☎ 88-8555）、火
災情報は、（☎42-0
119）で確認！

　気象情報や災害
情報、避難情報など
の防災情報がメール
　受信できます

自宅周辺の危険箇
所の確認し、家族
で情報共有を！
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まちの話題

日本画の桑野香華先生

イタリアの美術展覧会で受賞↓50年に渡り日本画を描く桑野先生㊧と町へ寄贈された桑野先生の日本画の作品（写真㊨）

ハッピークローバー大作戦

医療従事者へ感謝を込めて

　昨年10月にイタリアのシエナ美術館で開催
された「シエナ都市憲章840年記念　シエナ
日本友好美術展覧会」で桑野香華先生（桑野
弘子／町四）の水墨画がサンタ・マリア・デ
ッラ・スカラ賞を受賞しました。「石の重さや
硬さ、花の優しさが画家の技術力と精神性に
よって表現されており、水墨画の技術によっ
て色が見えるように感じさせる、色彩のある
水墨画」と審査を務めた現地の芸術家や大学
教授からも高い評価を受けた受賞作品の「清
香倚石」（蘭の花と岩を描いた作品）。４月23
日、桑野先生は寺西町長を訪問し、自身の描
いた日本画の掛け軸 1点を町へ寄贈しました。

↓新型コロナウイルス感染症対策の最前線で働く人へ感謝し、また体調を気遣う児童もいました

　町内５つの小学校の全児童が新型コロナウ
イルス感染症の最前線で働く医療従事者へ感
謝や励ましのメッセージを贈りました。「ハッ
ピークローバー大作戦」と題したこの取り組
みは添田小の益田茂校長が発案。町内の各小
学校に呼びかけて実現しました。児童が四つ
葉のクローバーの形をしたカードに言葉や絵
を書き、台紙に貼りつけ、後日町内の各医療
機関に届けられました。登校日の５月21日、感
染症の恐怖や予防法、人々の生活を支えるた
め休めない人がいることを学んだ添田小６年
生の児童たちは、感謝や励まし、また心配する
気持ちをクローバのカードに託していました。

ピックアップ  　　　　　 まちのお知らせ＆情報

INFORMATION

※数は、開示などを決定した年度で計上しています。

 ▶添田町情報公開制度および添田町個人情報保護制度の運用

年度 開示 一部開示 不開示 不存在 却下 不服申し立て

令和元年度 ２ １ ０ １ ０ ０

添田町情報公開制度添田町情報公開制度・個人情報保護制度個人情報保護制度
　　　　問 役場総務課総務係（☎ 82―1231）11））

あなた自身と周りの人を守るために

風しんの予防接種と
予防のための追加対策

8111）8111）

　開かれた町政の推進、
個人の権利利益の保護を
　目的とした制度です

【妊娠希望者等風しん予防接種】
　風しんは、妊娠初期にかかると胎児に感染し、
赤ちゃんが難聴、白内障、先天性心疾患を特徴と
する先天性風しん症候群を持って生まれてくる可
能性が高くなります。妊娠を考えている人はもち
ろん、周囲の皆さんも感染を予防することが大切
です。
◉対象者　本町の住民基本台帳に記載のある、次
の①、②のいずれかに該当する人
①妊娠を希望する女性（妊娠中またはその可能性
がある女性を除く）　
②妊婦や妊娠を希望する女性の夫や家族
※いずれの場合も、過去の風しん抗体検査の結果、
風しんに対する抗体が十分あることが
判明し、予防接種を受ける必要がな
い人は対象外です。
◉料金　無料（１回）
【抗体検査と予防接種の無料クーポン券】
　昭和37年４月２日から54年４月
１日までに生まれた男性が風し
んの定期の予防接種対象者とし
て追加されています。まずは、
風しんへの抵抗力を確認する
ため、抗体検査を受けまし
ょう。
問 役場保健福祉環境課
　 健康対策係（☎88―8111）

添田町情報公開制度・個人情報保護制度
運用状況を公表します

６月23日から29日まで「男女共同参画週間」

そっか。いい人生は、
いい時間の使い方なんだ。

「男 女共同参画社会基本法」の公布・施行が
平成11年６月23日であることから、その

日からの一週間は、男女共同参画週間です。すべ
ての人が性別にかかわらず、自分らしい充実した
人生を実現する。そのために、個人は人生の時間
の使い方を考えること、そして家族、地域、社会は、
その生き方を後押ししていくことが求められてい
ます。それを社会全体で考えていくきっかけとな
るキャッチフレーズとして「そっか。いい人生は、
いい時間の使い方なんだ。」「ワクワク・ライフ・
バランス」が選ばれました。男性と女性が、職場で、
学校で、地域で、家庭で、それぞれの個性と能力
を発揮できる「男女共同参画社会」を実現するため
に私たちのまわりの男女のパートナーシップにつ
いて、この機会に考えてみませんか。
問 役場総務課男女共同参画推進係（☎82―1231）

ワクワク・
ライフ・
バランス

My Town Topics　問 役場総務課広報秘書係（☎ 82-4000）
身近なまちの話題について情報をお寄せください。
広報紙に掲載された写真は差し上げますので、お気軽に問い合わせください。

聖光保育園にマスク寄贈

園児にかわいいマスクのプレゼント

↑「かわいいマスクありがとうございます」と園児たち

　聖光保育園の
園児たちに川崎
町の就労移行支
援事業所「たい
よう」（古河さゆ
り代表取締役）
から手作りの布
マスク約50枚が
贈られました。
花柄や水玉模様
など色とりどりの布で作られた、かわいらしいマスクを
手に園児たちは「ありがとございます。コロナに負けな
いようにマスクと手洗い頑張ります」と喜んでいました。

　４月下旬、そえだドーム

裏の道路脇の花壇に、春の

花々が咲き、散歩する人々

の目を楽しませていました。

以前、この土地は、雑草が

生い茂り、歩道まで伸びだ

すなど荒れ地でしたが、５

年前に地域の皆さんが草を

刈り、土を耕して花壇とし

て整備。現在は秋と春に咲

く花を植え、夏場の水やり

や除草などの手入れをし、

毎年、花を咲かせています。

そえだドーム裏の花壇で

道行く人の目を楽しませる花が満開

↑ビオラやパンジーなどが見ごろに

↑受賞作品の「清香倚石」
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あやと君、お誕生日おめでとう !!
これからも笑顔で元気に育って
ね☆

杣友 旭
あやと

未人ちゃん 
６月８日生 ❸・上中元寺

６月生まれ
HAPPY
BIRTHDAY

文
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時
記
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し
ま
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）

問 役場まちづくり課歴史文化財係（☎82-5964）歴まちコラム　～歴史と文化のふる里探訪～
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久
３

書
を
提
出
。
そ
れ
に
は
、
文
久
３

（
１
８
６
０
）年
に
小
倉
藩
小
笠
原

（
１
８
６
０
）年
に
小
倉
藩
小
笠
原

家
に
よ
り
英
彦
山
が
襲
撃
さ
れ
た

家
に
よ
り
英
彦
山
が
襲
撃
さ
れ
た

以
降
、
小
笠
原
家
の
家
来
が
居
座

以
降
、
小
笠
原
家
の
家
来
が
居
座

り
、
山
内
で
の
狩
猟
な
ど
、
勝
手

り
、
山
内
で
の
狩
猟
な
ど
、
勝
手

な
振
る
舞
い
を
行
い
迷
惑
な
た
め
、

な
振
る
舞
い
を
行
い
迷
惑
な
た
め
、

そ
の
支
配
か
ら
抜
け
出
し
た
い
と

そ
の
支
配
か
ら
抜
け
出
し
た
い
と

の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

の
嘆
願
を
受
け
た
明
治
政

嘆
願
を
受
け
た
明
治
政

府
は
、
小
笠
原
家
へ
英
彦

府
は
、
小
笠
原
家
へ
英
彦

山
と
の
関
係
改
善
を
命
じ
ま
す
が
、

山
と
の
関
係
改
善
を
命
じ
ま
す
が
、

小
笠
原
家
は
す
で
に
改
善
を
図
っ

小
笠
原
家
は
す
で
に
改
善
を
図
っ

て
い
る
こ
と
と
、
英
彦
山
は
寛
永

て
い
る
こ
と
と
、
英
彦
山
は
寛
永

９（
１
６
３
２
）年
に
細
川
家
か
ら

９（
１
６
３
２
）年
に
細
川
家
か
ら

引
き
継
い
だ
領
地
で
あ
り
、
小
笠

引
き
継
い
だ
領
地
で
あ
り
、
小
笠

原
家
に
よ
る
支
配
の
継
続
を
主
張

原
家
に
よ
る
支
配
の
継
続
を
主
張

し
ま
す
。

し
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
主
張
は
聞
き
入

　

し
か
し
、
こ
の
主
張
は
聞
き
入

れ
ら
れ
ず
、
明
治
元
（
１
８
６
８
）

れ
ら
れ
ず
、
明
治
元
（
１
８
６
８
）

年
９
月

年
９
月
1616
日
、
明
治
政
府
は
小
笠

日
、
明
治
政
府
は
小
笠

原
家
に
よ
る
英
彦
山
の
支
配
を
止

原
家
に
よ
る
英
彦
山
の
支
配
を
止

め
さ
せ
ま
し
た
。
こ
れ
を
不
服
と

め
さ
せ
ま
し
た
。
こ
れ
を
不
服
と

し
た
小
笠
原
家
は
、
英
彦
山
へ
の

し
た
小
笠
原
家
は
、
英
彦
山
へ
の

米
穀
、
薪
な
ど
の
物
流
を
差
し
止

米
穀
、
薪
な
ど
の
物
流
を
差
し
止

め
る
経
済
封
鎖
を
実
行
。
そ
の
影

め
る
経
済
封
鎖
を
実
行
。
そ
の
影

響
で
英
彦
山
は
困
窮
し
、
釣
鐘
の

響
で
英
彦
山
は
困
窮
し
、
釣
鐘
の

売
却
や
日
田
県
知
事
松
方
正
義
や

売
却
や
日
田
県
知
事
松
方
正
義
や

福
岡
藩
主
黒
田
長
久
へ
金
銭
等
の

福
岡
藩
主
黒
田
長
久
へ
金
銭
等
の

援
助
を
願
い
出
て
い
ま
す
。

援
助
を
願
い
出
て
い
ま
す
。

治
３（
１
８
７
０
）年
６
月

治
３（
１
８
７
０
）年
６
月

2222
日
、
英
彦
山
が
日
田
県

日
、
英
彦
山
が
日
田
県

（
現
在
の
大
分
県
日
田
市
）へ
編
入

（
現
在
の
大
分
県
日
田
市
）へ
編
入

さ
れ
る
と
、
小
笠
原
家
は
、
こ
れ

さ
れ
る
と
、
小
笠
原
家
は
、
こ
れ

ま
で
英
彦
山
へ
支
給
し
て
い
た
米

ま
で
英
彦
山
へ
支
給
し
て
い
た
米

な
ど
を
廃
止
。
そ
の
一
方
で
、
英

な
ど
を
廃
止
。
そ
の
一
方
で
、
英

彦
山
は
地
域
の
戸
籍
調
査
を
行
い
、

彦
山
は
地
域
の
戸
籍
調
査
を
行
い
、

そ
の
統
計
を
日
田
県
へ
提
出
し
、

そ
の
統
計
を
日
田
県
へ
提
出
し
、

【参考文献】廣渡正利編『彦山編年史料』近世編　平成15年
　　　　　小学館辞典編集部『図典 日本の市町村章』　平成19年

議会が町に緊急要望書を提出
新型コロナウイルス感染症対策

　５月13日、添田町議会（畠田勝廣議長）は、新型
コロナウィルス感染症対策に関する緊急要望書を
寺西町長へ提出しました。緊急事態宣言以降、町
でも住民生活や地域経済に多大な影響が出ている
新型コロナウイルス感染症。添田町議会では、様
々な分野においての支援が急務であると考え、①
医療機関への支援、②事業主（農業者を含む）へ
の経済的支援、③子育て (学校・保育園 )に対す
る支援、④高齢者・介護・福祉に関する支援、⑤
生活支援、⑥財源確保など、⑦各種支援に対する
条例整備、⑧住民の安全確保、⑨情報発信体制の
充実の９項目について要望しました。要望書を手
渡した畠田議長は「目に見えない敵と最前線で戦
う皆さまに感謝します。町民の安全・安心を最優
先に、住民生活の安定と持続が図られるよう、要
望項目について積極的で速やかな措置を講じるよ
う要望します」と語っていました。

↑９項目にわたる緊急要望書を寺西町長に手渡す畠田議長㊨

【
俳
句　

投
稿
】

早
乙
女
も
年
よ
り
と
な
り
時
代
か
な　
　

濵
田
イ
サ
オ

青
空
に
雲
を
散
ら
し
て
鯉
幟　
　
　
　
　

寺
本　

紀
子

五
月
晴
れ
つ
つ
じ
鮮
や
か
早
苗
ぼ
ち
ぼ
ち　

村
岡　

清
香

萬
緑
の
英
彦
三
岳
や
悠
然
と　
　
　
　
　

伊
勢
村　

稔

料
峭
や
か
ら
す
孤
独
の
黒
纏
ひ　
　
　
　

島
津
余
史
衣

春
雨
や
狭ざ

ま間
の
灯
ゆ
ら
ぐ
天
主
閣　
　
　

伊
井
寸
美
子

仕
立
屋
の
白
き
ボ
デ
ィ
ー
に
春
コ
ー
ト　

斎
藤
智
寿
子

湖
に
光
残
し
て
鴨
帰
る　
　
　
　
　
　
　

天
野
ユ
キ
海

色
鉛
筆
優
し
く
描
く
春
の
山　
　
　
　
　

立
花　

克
明

【
短
歌　

投
稿
】

哀
し
げ
な
カ
ケ
ス
の
鳴
き
声
聞
こ
ゆ
る
と

　
　
　
　

窓
を
開
く
れ
ど
た
だ
青
き
山　

独
活
山
強
実

洗
濯
機
「
オ
バ
サ
ン
」
連
呼
し
回
る
音

　
　
　
　

慣
れ
ぬ
自
粛
に
空
耳
聞
こ
ゆ　

櫻
木
マ
サ
子

こ
の
三み

と
せ年

時ほ
と
と
ぎ
ず

鳥
の
啼
く
を
聞
ら
す

　
　

渡
り
の
厳
し
さ
か
淋
し
と
ぞ
思
を
ゆ　

仲
摩　

直
子

病
ん
で
よ
り
母
へ
の
花た

よ便
り
こ
だ
ま
な
く

　
　
　
　
　

白
き
西
月
青
に
溶
け
ゆ
く　

ま
ご
は
る
か

【
川
柳　

投
稿
】

世
話
に
な
る
妻
の
肩
揉も

み
感
謝
す
る　
　

原
田
祥
二
郎

円
満
は
夫
婦
互
い
の
思
い
や
り　
　
　
　

原
田　

順
子

【
短
歌　

春
扇
短
歌
会　

筑
紫
支
社
】

里
川
の
土
手
に
満
開
菜
の
花
は

　
　
　
　

黄き
し
ょ
く色

満
面
ポ
ル
カ
を
踊
る　
　

大
塚　

富
江

コ
ロ
ナ
ゆ
ゑ
コ
ー
ラ
ス
は
無
く
マ
ス
ク
し
て

　
　
　

雨
合
羽
着
て
土
筆
摘
み
に
行
く　

五
十
嵐
田
鶴

庭
先
に
一
木
の
み
の
梅
の
木
に

　
　
　
　

吾
と
鳥
と
が
春
を
楽
し
む　
　

平
井　

朝
子

音
の
な
き
雨
を
窓
開
け
確
め
て

　
　

ウ
イ
ル
ス
報
道
に
今
朝
も
始
ま
る　

福
富　

廣
枝

孫
泊
ま
る
布
団
は
干
し
て
ふ
か
ふ
か
に

　
　

料
理
の
メ
ニ
ュ
ー
も
好
み
と
な
し
ぬ　

荒
巻
ミ
サ
子

新
聞
の
漫
画
ヒ
ン
ト
に
水
墨
の

　
　

子
供
描
き
た
り
孫
に
見
せ
た
く　
　

木
村　

寛
子

【
俳
句  

天
籟
通
信
添
田
句
会　

大
池
青
湖
選
】

腕
ま
く
り
か
ら
始
ま
り
ぬ
五
月
晴
れ　
　

諌
山　

静
香

「
集
ま
っ
て
喋
っ
て
は
駄
目
」春
な
の
に　

鈴
鹿　

雅
子

藤
房
の
春
に
誘
わ
れ
寺
め
ぐ
り　
　
　
　

安
永　

藻
香

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
赤
き
蕾
や
雨
の
朝　
　
　

手
嶋
く
み
え

若
葉
萌
ゆ
心
の
窓
は
開
け
て
お
く　
　
　

武
田　

晴
子

梨
咲
け
る
ど
こ
か
に
金
属
音
の
し
て　
　

池　
　

三
太

夜
の
樹
海
五
月
の
冷
え
の
土
踏
ま
ず　
　

大
池
み
ど
り

新
た
な
歩
み
を
始
め
て
い
ま
す
。

新
た
な
歩
み
を
始
め
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
か
ら
当
時
の
英
彦
山
は

こ
の
調
査
か
ら
当
時
の
英
彦
山
は

人
口
が
１
６
８
１
名
、
戸
数
が

人
口
が
１
６
８
１
名
、
戸
数
が
405405

軒
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

軒
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

同
４（
１
８
７
１
）年
に
大
分
県

　

同
４（
１
８
７
１
）年
に
大
分
県

の
誕
生
に
伴
い
、
日
田
県
が
消
滅
。

の
誕
生
に
伴
い
、
日
田
県
が
消
滅
。

英
彦
山
は
小
倉
県
の
管
轄
と
な
り
、

英
彦
山
は
小
倉
県
の
管
轄
と
な
り
、

同
2222（
１
８
８
９
）年
に
は
落
合
村
、

（
１
８
８
９
）年
に
は
落
合
村
、

桝
田
村
と
合
併
し
て
彦
山
村
に
、

桝
田
村
と
合
併
し
て
彦
山
村
に
、

昭
和
昭
和
1717
（
１
９
４
２
）
年
に
添
田

（
１
９
４
２
）
年
に
添
田

町
に
編
入
と
な
り
ま
し
た
。

町
に
編
入
と
な
り
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
、添
田
町
の
町
章（
自

　

ち
な
み
に
、添
田
町
の
町
章（
自

治
体
を
象
徴
す
る
紋
章
）
は
大
正

治
体
を
象
徴
す
る
紋
章
）
は
大
正

９（
１
９
２
０
）年
に
制
定
さ
れ
、

９（
１
９
２
０
）年
に
制
定
さ
れ
、

県
内
で
使
わ
れ
て
い
る
市
町
村
章

県
内
で
使
わ
れ
て
い
る
市
町
村
章

の
う
ち
、
福
岡
市
、
久
留
米
市
に

の
う
ち
、
福
岡
市
、
久
留
米
市
に

次
い
で
３
番
目
に
古
く
、
町
村
の

次
い
で
３
番
目
に
古
く
、
町
村
の

な
か
で
は
最
も
古
く
歴
史
あ
る
も

な
か
で
は
最
も
古
く
歴
史
あ
る
も

の
で
す
。

の
で
す
。【
文
・
西
山
紘
二
学
芸
員

【
文
・
西
山
紘
二
学
芸
員

（
ま
ち
づ
く
り
課
歴
史
文
化
財
係
）】

（
ま
ち
づ
く
り
課
歴
史
文
化
財
係
）】

福岡県

　　　　大分県

慶
応
４（
１
８
６
８
）年
閏う

る
う４

月
23
日
、
英
彦
山
の
橋
本

坊
、
如
蔵
坊
が
明
治
政
府
へ
嘆
願

書
を
提
出
。
そ
れ
に
は
、
文
久
３

（
１
８
６
０
）年
に
小
倉
藩
小
笠
原

家
に
よ
り
英
彦
山
が
襲
撃
さ
れ
て

以
降
、
小
笠
原
家
の
家
来
が
居
座

り
、
山
内
で
の
狩
猟
な
ど
、
勝
手

な
振
る
舞
い
を
行
い
迷
惑
な
た
め
、

そ
の
支
配
か
ら
抜
け
出
し
た
い
と

の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
嘆
願
を
受
け
た
明
治
政

府
は
、
小
笠
原
家
へ
英
彦

山
と
の
関
係
改
善
を
命
じ
ま
す
が
、

小
笠
原
家
は
す
で
に
改
善
を
図
っ

て
い
る
こ
と
と
、
英
彦
山
は
寛
永

９（
１
６
３
２
）年
に
細
川
家
か
ら

引
き
継
い
だ
領
地
で
あ
り
、
小
笠

原
家
に
よ
る
支
配
の
継
続
を
主
張

し
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
主
張
は
聞
き
入

れ
ら
れ
ず
、
明
治
元
（
１
８
６
８
）

年
９
月
16
日
、
明
治
政
府
は
小
笠

原
家
に
よ
る
英
彦
山
の
支
配
を
止

め
さ
せ
ま
し
た
。
こ
れ
を
不
服
と

し
た
小
笠
原
家
は
、
英
彦
山
へ
の

米
穀
、
薪
な
ど
の
物
流
を
差
し
止

め
る
経
済
封
鎖
を
実
行
。
そ
の
影

響
で
英
彦
山
は
困
窮
し
、
釣
鐘
の

売
却
や
日
田
県
知
事
松
方
正
義
や

福
岡
藩
主
黒
田
長
久
へ
金
銭
等
の

援
助
を
願
い
出
て
い
ま
す
。

明
治
３（
１
８
７
０
）年
６
月

22
日
、
英
彦
山
が
日
田
県

（
現
在
の
大
分
県
日
田
市
）へ
編
入

さ
れ
る
と
、
小
笠
原
家
は
、
こ
れ

ま
で
英
彦
山
へ
支
給
し
て
い
た
米

な
ど
を
廃
止
。
そ
の
一
方
で
、
英

彦
山
は
地
域
の
戸
籍
調
査
を
行
い
、

そ
の
統
計
を
日
田
県
へ
提
出
し
、

新
た
な
歩
み
を
始
め
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
か
ら
当
時
の
英
彦
山
は

人
口
が
１
６
８
１
名
、
戸
数
が
405

軒
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

同
４（
１
８
７
１
）年
に
大
分
県

の
誕
生
に
伴
い
、
日
田
県
が
消
滅
。

英
彦
山
は
小
倉
県
の
管
轄
と
な
り
、

同
22（
１
８
８
９
）年
に
は
落
合
村
、

桝
田
村
と
合
併
し
て
彦
山
村
に
、

昭
和
17
（
１
９
４
２
）
年
に
添
田

町
に
編
入
と
な
り
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
、添
田
町
の
町
章（
自

治
体
を
象
徴
す
る
紋
章
）
は
大
正

９（
１
９
２
０
）年
に
制
定
さ
れ
、

県
内
で
使
わ
れ
て
い
る
市
町
村
章

の
う
ち
、
福
岡
市
、
久
留
米
市
に

次
い
で
３
番
目
に
古
く
、
町
村
の

な
か
で
は
最
も
古
く
歴
史
あ
る
も

の
で
す
。【
文
・
西
山
紘
二
学
芸
員

（
ま
ち
づ
く
り
課
歴
史
文
化
財
係
）】

　緊急事態宣言
が解除されたこ
とに伴い、休業
中の町内の小・
中学校で登校日
が設置されまし
た。5月 21日、
分散登校となっ
た添田小学校で
は、マスク姿の
児童たちが保護者や教職員、警察官、地域の皆さん
に見守られながら元気に登校し、久しぶりとなった
友だちや先生との再会に笑顔を見せていました。

小・中学校で登校日

↑マスク姿で元気に登校する添田小学校児童

久しぶりの登校で友だちと再会

　E メールは①お子さんの写
真　②お子さんの氏名　③名
前の読み方　④誕生日　⑤年
齢　⑥行政区　⑦メッセージ
（50文字以内）　⑧保護者の連
絡先を送信してください。

◎３歳までのお子さん募集中

　７月生まれは６月12日金まで

送信先
koudojyouhou@town.
soeda.fukuoka.jp
問 役場総務課広報・秘書係
　 （☎ 82-4000）

小
倉
藩
か
ら
の
脱
却
を
求
め
、

英
彦
山
が
日
田
県
に
編
入

久



忘れずに、早めの手続きをお願いします

６月は「児童手当現況届」
提出月です

○
添
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▼
香
典
返
し　

▽　

宮
﨑
憲
一
（
下

　

中
元
寺
）
▽　

天
野
敏
達
（
町
三
）

　

▽　

大
塚
賢
一（
伊
原
）▽　

原
田

　

光
雄（
庄
西
）
▽　

堀
蒼
生
子（
桜

　

橋
）

　
　
　
（
令
和
２
年
５
月
14
日
現
在
）

　

や
う
つ
病
、
発
達
障
が
い
な
ど
）　

　

の
あ
る
人
の
家
族

▼
北
九
州
・
筑
豊
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
／

　

毎
週
金
13
時
〜
16
時
（
☎
080
―
４

　

２
７
９
―
２
９
７
０
）

※
面
談
を
希
望
す
る
人
は
予
約
を
お

願
い
し
ま
す
。

問 

（
公
社
）福
岡
県
精
神
保
健
福
祉
会

　

 

連
合
会（
☎
092
―
292
―
０
５
６
０
）

　

放
送
大
学
は
、
Ｂ
Ｓ
放
送
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
授
業
を
行
う
通

信
制
の
大
学
で
す
。
10
代
か
ら
90
代

の
幅
広
い
世
代
の
学
生
が
、
大
学
を

卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い

な
ど
、
様
々
な
目
的
で
学
ん
で
い
ま

す
。
心
理
学
や
福
祉
、
経
済
、
歴
史
、

文
学
、
情
報
、
自
然
科
学
な
ど
、
約

▼
入
所
選
考　

７
月
22
日
水
／
筆
記

　

お
よ
び
面
接

▼
選
考
会
場　

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー

　

飯
塚
（
飯
塚
市
）

▼
申
込
先　

住
所
を
管
轄
す
る
ハ
ロ

　

ー
ワ
ー
ク

問 

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
飯
塚

　

 

（
☎
０
９
４
８
―
22
―
４
９
８
８
）

問 

（
公
社
）福
岡
県
介
護
支
援
専
門
員

　

 

協
会（
☎
092
―
431
―
４
５
９
０
）

▼
勤
務
時
間　

平
日
８
時
〜
17
時

▼
募
集
人
数　

数
名

▼
勤
務
内
容　

森
林
整
備

▼
受
付
時
間　

平
日
8
時
〜
17
時

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

㈱
ウ
ッ
デ
ィ
―（
☎
82
―
３
７
７
５
）

▼
訓
練
期
間　

８
月
４
日
火
〜
令
和

　

３
年
１
月
29
日
金

▼
対
象
者　

公
共
職
業
安
定
所
（
ハ

　

ロ
ー
ワ
ー
ク
）
に
求
職
を
申
し
込

　

 

地
域
事
務
所

　

 

（
☎
０
９
４
８
―
22
―
４
８
４
７
）

▼
試
験
日　

10
月
11
日
日

▼
試
験
会
場　

福
岡
大
学（
福
岡
市
）、

　

九
州
国
際
大
学
（
北
九
州
市
）

▼
受
験
申
込
期
限　

７
月
３
日
金

　
（
当
日
消
印
有
効
）

▼
受
験
申
込
書
の
配
布
場
所

　

役
場
保
健
福
祉
環
境
課
、

　

県
の
各
保
健
福
祉

　
（
環
境
）事
務
所
、

　

県
庁
高
齢

　

者
地
域
包

　

括
ケ
ア
推
進
課
な
ど

　

オ
ー
ク
ホ
ー

ル
で
は
、
４
月

に
募
集
し
た
作

曲
教
室
や
ア
ウ

ト
ド
ア
教
室
な

ど
の
公
民
館
講

座
の
受
講
者
を

追
加
募
集
し
て

い
ま
す
。
講
座
の
開
講
は
７
月
を
予

定
し
て
い
ま
す
の
で
、
詳
し
い
内
容

や
申
し
込
み
な
ど
、
お
気
軽
に
連
絡

（
電
話
連
絡
可
）く
だ
さ
い
。
な
お
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

の
状
況
に
よ
り
、
日
程
の
変
更
や
講

座
が
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問 

オ
ー
ク
ホ
ー
ル

　

 

（
☎
82
―
２
５
５
９
）

▼
と
き　

６
月
の
毎
週
月
〜
金
８
時

　

30
分
〜
17
時
30
分
、
土
日
10
時
〜

　

15
時
（
参
加
無
料
、
予
約
不
要
、　

　

入
退
場
自
由
）

▼
と
こ
ろ　

自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力

　

本
部
飯
塚
地
域
事
務
所（
飯
塚
市
）

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部
飯
塚

Information くらしに役立つ情報満載

お
知
ら
せ

▼
と
き　

７
月
18
日
土　

13
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

飯
塚
市
庄
内
交
流
セ
ン

　

タ
ー
（
飯
塚
市
）

▼
講
習
内
容　

庭
木
の
剪せ
ん

定
と
管
理

▼
受
講
料　

無
料

▼
受
講
料　

定
員
25
人
（
先
着
順
）

▼
受
付
期
限　

７
月
17
日
金 

問 

福
岡
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

　

 

（
☎
０
９
４
３
―
72
―
１
１
９
３
）

　

精
神
障
が
い
の
あ
る
家
族
を
家
族

だ
け
で
抱
え
て
い
ま
せ
ん
か
。
同
じ

よ
う
に
悩
み
、
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を

し
て
き
た
家
族
・
相
談
員
が
電
話
相

談
に
応
じ
ま
す
。

▼
対
象
者　

心
の
病
（
統
合
失
調
症

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　

 

（
敬
称
略
）

広報そえだ（令和２年６月号）　1415　広報そえだ（令和２年６月号）

●人　口　9,507 人（ー19人）

●男　性　4,493 人（ー11人）

●女　性　5,014 人（－８人）

●世帯数　4,674世帯（±５世帯）

●出生　２ 人

●死亡　16 人

●転入　28 人

●転出　33 人

人の動き ４月末日現在（　）は前月比

相談
●心配ごと相談（そえだジョイ／10時～15時）
　６月16日火、７月７日火
●補聴器相談（役場ロビー／ 15時～）
　６月12日金、７月10日金
●こころの健康相談（田川保健福祉事務所／予約制）
　６月９日火（10時～）、25日木（14時～）
問 田川保健福祉事務所健康増進課（☎42-9307）

納期限のお知らせ
●６月30日火が納期限です
　▷町県民税（１期、全期）
問 役場住民課税務・滞納対策係（☎82-1234）

広報そえだの掲載内容
　新型コロナウイルス感染症の影響により、広
報そえだの掲載内容が変更となる場合がありま
す。詳細は、ホームページなどで確認いただく
か、それぞれの問い合わせ先にお尋ねください。
ご理解とご協力をよろしくお願いします。
問 役場総務課広報・秘書係（☎82-4000）

■編集後記　
▶小学生が最前線で戦う医療従事者へ感謝の気
持ちを届けた「ハッピークローバー大作戦」。小
学生の彼らも手洗いや外出自粛、学校の休業な
ど自分たちのできることでウイルスと戦い、感
染拡大を防いだのではないか。そんな彼らにも
拍手を送りたい。よくがんばりました。（小林）

公
共
職
業
訓
練
生
（
８
月
生
）

を
募
集
し
ま
す

自
衛
隊
就
職
説
明
会

介
護
支
援
専
門
員
実
務

研
修
受
講
試
験

緑
化
講
習
会

放
送
大
学
10
月
入
学
生
募
集

心
の
電
話
相
談

児 童手当の受給者は、
毎年６月に「現況

届」を提出しなければな
りません。この届出がな
い場合、６月分以降の手
当が受けられなくなりま
すので、必ず手続きをし
てください。
◉支給対象　中学校卒業まで（15歳の誕生日後
　の最初の３月31日まで）の児童を養育してい
　る人
◉支給額（月額）

▷３歳未満　一律 15,000 円
▷３歳以上小学校修了前
　第１・２子＝ 10,000 円
　第３子以降＝ 15,000 円
▷中学生　一律 10,000 円
※児童を養育している人の所得が所得制限限度
額以上の場合は、特例給付として月額一律5,000
円の支給となります。
※「第３子以降」とは、高校卒業まで（18歳の誕生
日後の最初の３月31日まで）の養育している児
童のうち、３番目以降をいいます。
◉支給月　原則として、６月、10月、２月にそ
れぞれの前月分までの手当が支給されます。
◉現況届の手続きに必要なもの

▷印鑑
▷児童の属する世帯全員の健康保険証の写し
※受給者が被用者（サラリーマンなど）の場合
▷児童の属する世帯全員の住民票
※児童が添田町以外に住所を有している場合
▷その他、必要に応じた書類
問 役場保健福祉環境課子育て・障がい者支援係
　 （☎ 82-1232）

故

故

故

故

円

公
民
館
講
座 
受
講
者
追
加
募
集

４月の事件発生状況   （　）内は昨年同月比

種　類 発生件数 今年の累計
　オートバイ盗 ０（±０） ０
　性犯罪 ０（±０） ０
　車上ねらい １（＋１） １
　空き巣・忍び込みなど ０（＋１） ４

４月の事故発生状況   （　）内は昨年同月比

種　類 発生件数 今年の累計
　事故発生（物件＋人身） ８（－４） 59
　死亡者 ０（－１） 0
　負傷者 ０（ー４） ９

故

㈱
ウ
ッ
デ
ィ
―
正
社
員
募
集

300
の
幅
広
い

授
業
科
目

が
あ
り
、
１

科
目
か
ら
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
。

学
力
試
験
は
な
く
、
満
15
歳

以
上
で
あ
れ
ば
１
科
目
か
ら

学
習
で
き
る
選
科
履
修
生（
１

年
間
在
学
）、
科
目
履
修
生（
半
年
間

在
学
）
と
し
て
入
学
で
き
、
満
18
歳

以
上
で
あ
れ
ば
大
学
院
の
修
士
選
科

生（
１
年
間
在
学
）、修
士
科
目
生（
半

年
間
）と
し
て
入
学
で
き
ま
す
。

▼
募
集
期
間　

▽
第
１
回
＝
６
月
10

　

日
水
〜
８
月
31
日
月　

▽
第
２
回

　

＝
９
月
１
日
火
〜
15
日
火

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
出
願
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

▼
授
業
料　

１
万
千
円
／
１
科
目
（
２

　

み
し
て
い
る
人

▼
訓
練
科
名
／
定
員　

▽
も
の
づ
く

　

り
Ｃ
Ａ
Ｄ
科
Ｃ
Ａ
Ｍ
コ
ー
ス
／
20

　

人
▽
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　

科
／
12
人

▼
募
集
期
限　

７
月
16
日
木

▼
受
講
料　

無
料
（
教
科
書
・
作
業

　

着
な
ど
は
自
己
負
担
）

髙
瀨
光
一
教
育
長
が
再
任
さ
れ
ま
し
た

　

５
月
８
日
に
開
催
さ
れ
た
令
和
２
年
第
１
回

添
田
町
議
会
臨
時
会
で
、
髙
瀨
光
一
教
育
長
が

添
田
町
教
育
委
員
会
教
育
長
に
再
任
さ
れ
ま
し

た
。
任
期
は
、
令
和
５
年
６
月
11
日
ま
で
で
す
。

問 

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　

 

（
☎
82
―
５
９
６
３
）

　

単
位
）
※
入
学
料
は
別
。

※
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
放
送
大
学
福
岡
学
習

セ
ン
タ
ー
ま
た
は
放
送
大
学
北
九
州

サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス
（
☎
093
―
645

―
３
２
０
１
）
ま
で
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問 

放
送
大
学
福
岡
学
習
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
092
―
585
―
３
０
３
３
）

添
田
町
名
誉
公
民 

天
野
敏
達
氏
の

ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

本
町
名
誉
公
民
の
元
町
議
会
議
員
天
野
敏
達
氏
が
令
和
２
年
４
月
29
日

ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
天
野
氏
は
、
町
議
会
議
員
と
し
て
昭
和
30
年
６
月

か
ら
平
成
10
年
７
月
ま
で
の
間（
11
期
43
年
１
月
）、
町
勢
発
展
と
住
民
福

祉
向
上
の
た
め
ご
活
躍
、
昭
和
58
年
６
月
か
ら
４
年
間
町
議
会
副
議
長
を

歴
任
さ
れ
、
そ
の
功
績
か
ら
添
田
町
名
誉
公
民
条
例
に
基
づ
き
、
平
成
17

年
12
月
に
添
田
町
名
誉
公
民
の
称
号
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。



夏野菜を食べて、
暑い夏を乗り切ろう！

問 役場保健福祉環境課健康対策係（☎ 88-8111）

【作り方】
❶ごはんを炊飯器で炊く
❷トマトは角切り、レタスは食べやすい大きさに切
　る。玉ねぎは大きめのみじん切りにする
❸フライパンで玉ねぎを炒め、しんなりしてきたら
　鶏ひき肉を加えて炒める。しっかり火が通ったら、
　ケチャップ・しょうゆを加えて味をととのえる
❹器にごはんを盛り、❸のひき肉、レタス、トマト
　を上から盛り付け、お好みで粉チーズをかけてで
　きあがり

令
和
２
年
６
月
号

そ
え
だ

2020

◇
印
刷
／
丸
五
印
刷
株
式
会
社

※
広
報
そ
え
だ
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

広報

◇
発
行
／
添
田
町
　
◇
編
集
／
総
務
課

〒
824-0691　

福
岡
県
田
川
郡
添
田
町
大
字
添
田
2151

番
地
　
　

☎
0947- 82-1231　

FA
X
0947-82-2869

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
http://w

w
w
.tow
n.soeda.fukuoka.jp

◉防災無線放送内容確認サービス（☎ 88-8555）火災については、☎ 42-0119におかけください。

６

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
お
け
る
緊
急
事
態
宣
言

は
解
除
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、

ま
だ
ま
だ
終
わ
っ
た
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
手
洗
い
・
う
が
い
、
マ
ス
ク
な
ど
の
予
防

対
策
、
三
密
を
避
け
る
た
め
の
自
粛
な
ど
共
に
続
け
て

行
き
ま
し
ょ
う
。
▼
「
新
し
い
生
活
様
式
」
の
実
践
例
が

厚
生
労
働
省
か
ら
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
人
と
の
間
隔

は
で
き
る
だ
け
２
メ
ー
ト
ル
（
最
低
１
メ
ー
ト
ル
）
あ
け

る
な
ど
、「
一
人
ひ
と
り
の
基
本
的
感
染
対
策
」。
ま
め
に

手
洗
い
・
手
指
消
毒
な
ど
の
「
日
常
生
活
を
営
む
上
で

の
基
本
的
生
活
様
式
」、
買
い
物
、
公
共
交
通
機
関
の
利

用
、
娯
楽
・
ス
ポ
ー
ツ
等
、
食
事
、
冠
婚
葬
祭
な
ど
の

親
族
行
事
な
ど「
日
常
生
活
の
各
場
面
別
の
生
活
様
式
」、

「
働
き
方
の
新
し
い
ス
タ
イ
ル
」
な
ど
が
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
の
戦
い
は
長
期

戦
に
な
っ
て
く
る
か
と
思
い
ま
す
。
大
学
の
先
生
が
「
対

コ
ロ
ナ
、
危
機
の
意
思
決
定
を
考
え
る
」
と
題
し
て
講

演
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
日
本
は
シ
ナ
リ
オ
で

は
な
く
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
話
し
て

い
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
問
題
に
お
い
て
は
対
応
の
シ
ナ

リ
オ
が
必
要
だ
と
言
う
事
で
す
。
シ
ナ
リ
オ
と
マ
ニ
ュ
ア

ル
ど
う
違
う
の
か
辞
書
を
引
い
て
み
ま
し
た
。
シ
ナ
リ
オ

〜
①
映
画
・
テ
レ
ビ
な
ど
の
脚
本
、
②
計
画
を
実
現
す

る
た
め
の
道
筋
と
あ
り
ま
す
。
一
方
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
①

あ
る
事
柄
に
関
す
る
事
項
を
一
冊
の
本
の
形
に
ま
と
め
て

書
き
、日
常
仕
様
に
供
す
る
も
の
。
手
引
き
。ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
と
あ
り
ま
す
。
▼
先
生
は
こ
う
続
け
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
地
震
が
起
き
た
ら
誰
が
ど
こ
に
電
話
す
る
か
、
と
い

う
よ
う
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
存
在
し
ま
す
。
し
か
し
、
地
震

や
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
よ
う
な
感
染
症
が
爆

発
的
に
広
ま
っ
た
際
に
、
誰
が
司
令
官
に
な
り
、
ど
の
よ

う
な
情
勢
分
析
を
行
い
、
ど
の
組
織
を
ど
う
動
か
す
か
、

ま
た
そ
れ
に
は
時
間
が
ど
の
く
ら
い
か
か
る
か
と
い
う
こ

ああ対対行行厚厚はる手手用用親親すす戦戦演演は〜〜るああ書書ばばうう発発ううまま

とり分け離乳食にも

夏野菜たっぷりタコライス
★とり分け離乳食のポイントとり分け離乳食のポイント★
▶離乳食ではごはんをお粥に変える離乳食ではごはんをお粥に変える
（初期…10倍がゆ、中期…７倍がゆ、（初期…10倍がゆ、中期…７倍がゆ、
後期…５倍がゆ）後期…５倍がゆ）
▶皮と種をとったトマトとレタスを皮と種をとったトマトとレタスを
やわらかく茹で、時期に合わせて形やわらかく茹で、時期に合わせて形
を変え、お粥にのせるを変え、お粥にのせる
（初期…すりつぶすか裏ごしする、中（初期…すりつぶすか裏ごしする、中
期…すりつぶす、後期…細かく刻む）期…すりつぶす、後期…細かく刻む）
▶初期は味付けしない。中期・後期初期は味付けしない。中期・後期
は、粉チーズは少量なら使ってもＯは、粉チーズは少量なら使ってもＯ
Ｋ！　後期は味付け前のひき肉も一Ｋ！　後期は味付け前のひき肉も一
緒にのせる。緒にのせる。

【材料】おとな２人分
・ごはん　　　１合
・トマト　　　中１個
・レタス　　　２枚
・鶏ひき肉　　150ｇ
・玉ねぎ　　　１／２個
・油　　　　　小さじ１
・ケチャップ　大さじ２
・しょうゆ　　大さじ１
・粉チーズ　　小さじ１

★とり分け離乳食のポイント★
▶離乳食ではごはんをお粥に変える
（初期…10倍がゆ、中期…７倍がゆ、
後期…５倍がゆ）
▶皮と種をとったトマトとレタスを
やわらかく茹で、時期に合わせて形
を変え、お粥にのせる
（初期…すりつぶすか裏ごしする、中
期…すりつぶす、後期…細かく刻む）
▶初期は味付けしない。中期・後期
は、粉チーズは少量なら使ってもＯ
Ｋ！　後期は味付け前のひき肉も一
緒にのせる。

　６月に入り、だんだん気温が高くなってきました。身
体が疲れやすくなったり、食欲が落ちたりしていません
か。そんな時こそ、栄養と水分が豊富な夏野菜を食べて、
体調を整え元気に過ごしましょう。６月ごろからたくさん
の夏野菜がお店に並び始めます。赤ちゃんから大人まで一
緒に食べることのできる、夏野菜を使ったおすすめレシピを　　
紹介します。

と
に
関
し
て
、
作
戦
の
シ
ナ
リ
オ
を
作
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
▼
台
風
・
大
雨
等
、
災
害
が
心
配
さ
れ
る

季
節
に
な
り
ま
し
た
。
添
田
町
総
合
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
も
改
訂
し
各
家
庭
に
お
配
り
し
ま
し
た
。
▼
災
害
時

に
お
い
て
は
、
講
演
で
の
先
生
の
お
話
の
よ
う
に
シ
ナ
リ

オ
は
必
須
で
す
。災
害
時
に
お
い
て
は
タ
イ
ム
ラ
イ
ン（
行

動
計
画
）が
有
効
だ
と
考
え
ま
す
。
発
生
を
前
提
と
し
て
、

「
い
つ
」・「
誰
が
」・「
何
を
す
る
」
に
着
目
し
て
、
防
災

行
動
と
そ
の
実
施
主
体
を
時
系
列
で
整
理
し
た
計
画
で

す
。
進
行
型
災
害
（
台
風
等
）
が
基
本
で
す
が
、
突
発

的
災
害
（
地
震
）
な
ど
で
も
人
命
救
助
の
た
め
の
72
時

間
を
意
識
し
て
策
定
し
ま
す
。
▼
例
え
ば
、
①
台
風
が

近
づ
い
て
き
て
い
る
と
き
、
３
〜
５
日
前
か
ら
日
に
ち
と

時
間
を
追
っ
て
、
避
難
情

報
（
大
雨
・
風
）、
河
川

の
情
報
な
ど
必
要
な
情
報

を
テ
レ
ビ
等
で
入
手
。
②

母
は
早
め
に
非
難
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
「
早
期
注

意
情
報
」
が
発
表
さ
れ
た

段
階
で
準
備
開
始
。
③

準
備
の
時
間
60
分
。
④

避
難
場
所・経
路（
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
で
浸
水
等
確

認
）
な
ど
家
族
の
行
動
予

定
を
策
定
。
⑤
地
域
と
の

関
係
は
隣
組
で
の
分
担
確

認
、
⑥
自
分
の
避
難
に
影

響
が
出
な
い
範
囲
で
の
声

掛
け
確
認
を
ど
の
時
点
で

行
う
の
か
、
な
ど
ご
家
族

の
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

を
作
っ
て
み
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。
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